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雜
十
西
卷(

i

o
 

◊

双
ゼ
紐
介 

る
は
特
に
世
人
の
注
意
を
獠
ぎ
た
る
が
如
し
。
而
し
で 

此
委
員
會
は
從
來
龃
檝
せ
ら
れ
た
る
同
«

委
員
會
？
異 

f
,
本
報
吿
を
發
表
す
る.R

先
だ
ち
、
報
吿
作
成
の 

.
準
備
^

し
て
、
各
方
而
の
專
阳
家
に
澈
き
、
委
員
の
發 

し
た
る
質
問
幷
に
«
1

:家
の
答
辯
を
逐
次
發
表
す
る
の 

.方
法
を
取
れ
り
。
表
題
に
揭
げ
た
る
書
名
は
即
ち
®

れ
：
 

に
し
て
今
日
既
に
第
四
囘
分
ま
で
發
行
せ
ら
れ
、
第

'
一

. 

囘
分
ょ
b

通
算
し
て
、七
百
數
十
質
の
大
册
k

上
れ
b o
 

而
し.

て
琪
12

家
は
委
員
の
質
問
を
受
ぐ
る
に
先
だ
ち
、
 

何
れ
も
文
書
S

し
て
意
見
の
槪
要
を
報
吿
し
、
3 1

に
此 

の
報
告
書
を
基
礎
ビ

;-.
L

、
，、.委

員

ょ

り

質

問

を

發

す

る

の 

仕
組
な
る
が
故
に
、
吾
人
硏
究
者
が
* .g

：

家
の
意
見
ぐj

 

之
R

關
し
て
S t

に
如
何
な
る
■質
間
の
行
は
る 

>
 

や
を
知 

る
に
は
、
極
め
て
使
宜
な
る
も
の
*.

O
V
O

 

上
記
の
如
き
大
册
は
到
：底
短
日
月
の
間
に
讀
了
す
：る 

能
は
中
ヒ
雖
も
、
余
が
抄
讀
し
れ
る
所
に
據
れ
ば
、
英 

國
に
於
て
は
所
得
稅
海
に
於
て
、
源
泉
課
1

法
を
可
な

’

卺
a

i 

四A
 

り
ど
し
、
逛
に
其
の
適
用
を
搋
張
す
る
を
必
ト
要
？
す
る 

意
見
の
存
す
る
こ
ビ
の
朋
瞭
な
ふ
も
0

あ
&

°

大
典
學
.
 

#7

協
會
を
代
表
ず
：る#
^

家
艺
し
て
、
，委
員
の
®
問
に 

答
へ

た
る
ジ
エ
ー
ヽ
ィ

I
、ア

I
レ

ン
成
の
報
幾
書
製
做 

1

1

十
項
0
'

內
'

に
も
、
左
：の
數
項
あ
る
を
1

た
り
。

1

、
現
行
課
税
機
關
は
：勉
め
て
之
を
維
持
存
續
す
る 

こ̂

、'
蓋

し

源

：泉

に

.

於

：け
d

る
徵
收
攸
最
も
有
用
に
し 

て

、

又

費

用

：を

喪

す

る

こ

.

ビ.
少
な
き
も.
の
a

る
を
»

 

て
、
之
を
維
持
し
、
又
熝
張
す
る
の
必
®

あ
り
。

二

傳

給

、
賃
銀
其
他̂

»

0

支
»
に
對
す
る
所
得 

桃
は
支
拂
の
際
、
支
挪
を
爲
す
人
自
ら
之
を
控
除
す 

る
を
適
當
e

す
。

：

，
'

.

'

三
、
傭
蒋
又
は
支
‘

拂

靡

務

.擔

任

者

は

內

國

稅

斟

務

に
 

於
て
納
稅
代
理
人
ビ
爲
り
、
少
類
の
報
酬
を
給
與
せ 

&

る
可
し
。

/

 

_

又

一

方̂
.

所
得
稅
«

飽
く
ま
で
も
一
植
の
®

^

^

^

 

ビ
す
る
の
說
を
唱
ふ
る
者̂

'
>

p

ヽ
而
し.
て
彼
の
チ
ォ；

金

f 

v
't-ッ

ザ
、

マU

丨
氏
が
戰
費
の
增
加
、
國
僙
の
增
發
は
軍
，
 

需
品
製
造
業
者
が
暴
利
を
.貪
り
れ
る
に
基
く
も
の
な
る
. 

を
以
て
、
.彼
等
の
膨
脹
し
た
る
所
得
に
重
率
の
所
得
税 

:

,

を
賦
課
し
、
以
て
戰
後
财
政
を
處
遡
す
るT

財
源
に
充
. 

り
可
し
ヒ
論
じ
た
る
點
は
、.
#

に
出
笆
の
文
字
た
る
が.
 

如
し
。
，.要
す
る
に
所
得
稅
法
に
關
す
る
諸
問
題
に
對
し 

て
、
本
書
は
適
當
0

解
決
を
與
ぷ
，令
の.
寶
庳
V

J

';
t

可
き 

':
'

も

.0
な
>

。(

堀
江
»

1

)

 

-

，
.

東

亞

攻

究

食

々

報

第

！
ー
號

.

:

，財

團

法

人

東

亞

攻

究

會

へ

本
會
報
は
上
海
に
於
け
ス
柬
观
硏
究
の
最
も
有
ヵ
な 

る
機
關
れ
る
m

孤
攻
究
會
の
發
行
に
か
、
る
も
の
に
し 

V
、

本
號
所
载
め
論
文
中
、
特
紀
吾
人
に
ど
り
ヤ
興
张 

多
き
も
の
を
勒
賀
胳
松
说
の
，「

支
那
に
於
け
る
交
通
機 

關
の
、凝
達」

‘

伊
吹
11
1

職\
同
氏
の
：.-
7

日
本
'の
資
本
ビ
支
那 

.

十

四

涖

(

M

'

!

一
 

)

.

,

,

 

-

の
勞
：働..」

._
:

那
波
利
貞
氏
の
1

五
毂
說
软」
柏
田
忠
1

氏
の
：
 

「

倭
寇
，ど

江

蘇

遒

な

す
"

而
し
て
第1
の
縝
賀
氏
の.

硏
究
は
人
運
、
獸
運
、
車
運
"

舟
運
に
關
す
る
交
®
機

:

關
.

が
東
洋
文
明
の
_
«
潘
た
る
古
代
民
族
間
に
如
何
に

'

創
案
せ
ら
れ
、
如
何
に
：改
善
せ
& '

れ
、
芡
、
如
何
な
る

影
響
を
柬
洋
の
古
文
明
に
及
ぼ
し
れ
る
か
の
點
に
ぁ
b

#

に
同
氏̂

最
も
力
を
注
ぎ
し
筋̂

.

支
穷
K

於.
け
る
オ
<

,

運
の
變
遯
に
し
て
、
論
遨
が
考
證
0

結
梁
は「

支
那
の

.

車
の
發
達
改
善
は
上
古
の
神̂

時
代
に
於
て
、
K

に
®

著
な
る
發
達
を
遂
げ
？
夏
商
時
代
に
は
戰
取
を
以y

堂

冷
戰
を
交
ゆ
，る
に
至
ら
、
唐
處
H
.

代
の
文
物
を
大
成
せ

^

る
周̂

入̂

て
益
々
完
成
の
域
に
達
せ
り
’

」

S

云
ふ
に

一
f

.
次
ぎ
に
第
ニ
の
論
文
れ
る
俄
吹
山
庆
の
研
究
は

先

づ

第

一

に

世

人

.
の

唱

ふ

る

H

支
.

經
濟
同
盟
を
最
も
容

、
易̂

實
現
レ
得
：る
方
法
匕
し
て
日
支
爾
國
の
資
勞
結
合

を
舉
げ
、
捉
に
日
本
の
资
本
を
支
那
^
輸
入
し
て
择
種

の
事
業
を
劇
始
經
營
オ
る.
上
に
於
て
、
特
亿
竞
を
用
ゆ

'
-
-
ぐ

.
'
、
：
‘

-
‘ 

第
三̂

t

 

办
九



.

—
.

第
十
四
怨

‘
 

CB

_

? :
1)

/•
ノ

ノ

 
/ 

い
,

-

可
&

骷
を
以
て
原
料
と
消
费

’市
場
と
の.

攔
係
に
存
す
<

':
 

M

し—

"

此

點

^

T

次
ぎ.

の
：諸
項-

を.

考
察
せ
b

、

(

一)

支
那
0

原
料
を
，用
ひ
て
支
那
の
市
揚
を
后
的
ビ
す 

る
も
の
、
il
l
j
ち
此
秫
の
丁
；業
に
あ
b

て
は
涎
®
其
他
也 

廣
费
に
於
て
费
用
を
要
す
る
こ
^

小
ノ
き
も
天
逄
物
例
潘( 

支
那
拙
花
の
如
き
年
に
ょ
&

豐
凶
の
差
あ
り
、
從
つ
て
•

危
險
を
考
虛
に
加
ふ
る
必
恶
あ
り
ど
云
ふ
に
あ
り
、
 

(

ニ)

支
那
の
源
料
ど
外
國
の
质
料
ど
を
混
用
し
て
支
那 

市
場
を
目
的
ビ
す
る
も
の
、
即
ち
此
場
合
に
あ.C

N

て
は 

前
者
比
見
る
が
如
&
原
料
不
作
に
伴
ふ
危
險
少
き
代
り
一 

に
、
原
料
の
一
部
を
海
外
ょ
6

輸
入
す
る
結
果
、
輸
出 

入
稅
、
運
餘
、
保
險
料
其
他
諸
掛
の
點
に
於
て
多
少
前
一
 

者
に
比
し
て
多
&

を
加
ふ
る
に
至
る
可
し
、(

三)

支

那
ノ
 

の
原
料
を
用
ひ
て
外
國.

の.

市
場
を
@

的
ビ
す
る
名
の
、

';

, 

, 

第〕 H

魏 

一

.§

W

支
那
の
市
場
で
を
目
伪
ど
す
る
も
の
>
而
し
て
此
點 

に
於
て
注
意
す
可
き
事
業
は
絹
絲
布
の
‘
紡
織
、
製
粉
業 

镣
t

 (

五)

外
國
の
原
料
を
用
ひ
て
f
x

那
市
場
を
H

的 

S

す
る
も
の
ビ
し
て
、
最
近
®
名
な
る
は
滿
州
大
豆
の 

袋
、
中
部
支
那
の
穀
物
袋
、
榀
花
袋
を
製
造
す
る
製
麻 

事
業
に
し
て
、
其
原
料
は
印
度
め
ァ
ッ
ナ
ム
、
ベ
ン
ガ 

ル
爾
州
の
無
際
限
に
產
出
し
、
且
つ
價
格
至
廉
の%

 

r

 

ト
な
ぅ
ビ
す
、(

六)

外
國
の
原
料
を
用
ひ
て
外
國
市
®
 

を
！！ I
I

的
ビ
す
る
も
の
に
對
し
て
は
、
支
那
に
は
未
だ
斯 

く
の
如
き
事
業
が
發
生
せ
ざ
る
ど
云
は
ん
ょ
り
も
寧
-̂ 

現
時
の
支
那
に
於
け
る
緙
濟
的
狀
態
は
荷
ほ
此
種
事
業 

の
發
生
を
許
さ 

<
る
事
情
の
下
に
苻
す
る
こ
ど
を
カ
說 

せ
6

、
最
後
に
論
者
は
支
那
に
於
け
る
！1:本
の
»

本
^
 

對
し
て
次
の
如
S

言
を
•
な
せ
-O

S。 

「

支
趼
人
が
英
米
火
の
經
濟
的
抑
迦
ょ
b

脫
せ
ん
ビ

而
し
て
斯
く
の
如
き
エ
業
は
恐
ら
ぐ
、
支
那
に
あ
b

て

ね
、
何
ほ
遠
き
將
來
に
あ
ら
ず
ん
ば
勃
興
し
能
は
ず
ビ
,

就
み
つ
、
あ
る
一
而
に
、
M

本
人
が
經
濟
的
に
支
那 

云
ふ
に
あ
6

(

四)

支
那
の
原
料
を
}[
]

ひ
て
外
國
の
市
場
人
ミ
接
近
し
て
饞
越
な
る
地
步
を
古
め
ん
ミ
す
る
；
^

|
1

I

1

h

1

對
抗
し
て
起
つ
た
の
が
、
彼
の
英
米
支
俱
樂
部
の
成 

立
^j

英
國
商
業
會
議
所
の
聯
合
會
で
あ
る
.、
前
者
は 

英
米
支
の
有
力
な
る
實
襄
家
を
綱
羅
し
、
後
者
は
北 

よ
ハ
ル
ピ
ン
よ
b

lf
t

は
存
满
に
^

り
西
は
11

|:慶
を
含

對
坑
し
日
本
を
打
破
す
る
こ
と
は
到
底
出
來
得
べ
か 

ら
ざ
る
乙
ビ
で
あ
る
。(

頁
一
〇
ニ
—

一
 

◦三)

む
十
六
ヶ
所
の
英
國
商
業
龠
議
所
代
表
*
の
會
合
で 

あ
つ
て
、
英
國
公
使
は
態
々
之
れ
が
爲
め
に
來
滬
し 

た
立
で
あ
り
、
大
に.
注
目
すV

き
も
の
で
あ
る
け
れ 

ど
、
楚
は
主
ビ
し
て
英
國
の
製
品
版
路
の
磺
張
で
あ 

つ
て
、
支
那
に
於
け
る
企
業
ど
は
關
係
が
郯
い
S

想 

像

せ

、ら
ん
、可

き

现

11-
1

が
あ
る
。
さ
れ
ば
、
英
米
兩
國 

が
其
勢
力
維
持
苦
く
ば
發
M

に
銳
意
努
力
し
つ
、
あ 

る
の
は
W

實
で
は
あ
る
が
、
夫
が
爲
め
に
日
本
の
對 

文
企
業
を
阻
止
ざ
れ
る
程
荀
カ
な
勢
カ
^
は
な
ら
な 

い
、
日
英
雨
阈
か
ら
支
那
に
輸
入
さ
れ
る
商
品
は
或 

は
激
彼
な
る
競
爭
を
®

起
す
か
も
如
ら
ぬ
が
.、
日
本 

の
資
#

が

支

那

の

勞

働

と

結

合

し

、

支
，那
’の

旅

料

を 

-]
R

用

す.
る
事
業
11-

翠
つ
て
は
、
孤
等
か
^

く-
;0

本
に 

览
十
四
餒,

，ベ因
芄
与)

H

,

■

次
ぎ
に
®

三
の
論
文
^

る
邶
波
氏
の
硏
究
の
中
心
^

す 

處
は
耍
す
る
に(

一)

九
穀
^

は
：白
穀
の
意
に
過
ぎ
ず
、

一
後
進
學
蕃
の
九
の
數
に
泥
みv

九
秫
を
數
ふ
る
は
不
適 

Z當
な
る
こ
と(

ニ)

五
穀
も
亦
古
く
は
西
®
の
意
に
過
ぎ 

ざ
o

し
と
、思
は
る

、
こ

.̂,
、(

三)

五
穀
の
_五
を
明
確
な 

|

る
五
の
數
の
意
ビ
犯
し
丑
糚
の
驗
物
を
避
出
せ
ん
ビ
す 

\

る
に
至
り
し
は
、
古
く
よ
り
北
克
那
に
#
す
る
五
行
說 

|

よ
り
余
義
な
く
促
？
れ.
l >
M

f ?

な
る
こ.

气

S

)

西
周 

|

'
，
時

代

は

五
^

^

說
の
胚
胎
時
代
た
る》

S

、(

五)

其 

\

婣
源
地
は
北
支
那
地
方
に
し
で.

南

支

那

^

は

此

種

の

說 

1

の
起
ら
ざ
b

し
こ
S 

(

六)

春
秋
戰
國
の
.胳
代
に
入
り
北 

方
支
那
の
南
方
支
那
ビ

諸
秫
の
點
に
て
密
接
な
る
關
係 

を
生
ず
る
^

及
び
、
南
方
支
那
人
の
多
く
よ
り
®
製
視 

せ

る

稻

の

北

.方

支

那

人

に

知

ら

れ

し

古

冬

從

來

®

要 

.

視

：せ
る
：五

糧

の

_

中

せ

之

れ

を

加

へ

厶

ビ

す

る

傾

.̂

/
■
 

、
 

. 

f

I  

独-

i

3 i
l



前

繼

{

1

4

3)

目

次

(

產

九

年

一
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晨
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淡a

凝

駿̂

^

④
德
川
氏
の
遒
路
交
通
政
策
-

.

m

l

瀧
本
-
誠
一

/
邏
應
義
熟

®

契
約
解
除
論(

一一)

：

:

神
戶
寅
次
郞

®

l l
l

s

親

と
.

一

纏

r

占
部
百
太
郎

■

麗

麵

を

'
1

11

掘
江
歸
ー

©
©
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G
&
d
s
o
d
a
lis
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小
泉
信
三 

i

比
利
置
兵

5

1
)
.

.

S

I

板
倉
卓
造

®

英
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